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3.3.環境の変動と他のプレー ヤ へーの影響 (N人ゲームへの拡張)
既にモデルのところで述べたように､この動的ゲームでは､最終的にはN人ゲームモデルへの拡張
を考えている｡動的一人ゲームのモデルでは､ある戦略を選び続けて他の戟略に対応する利得を増加さ
せて後でその戟略を選んで高い効用を得る､といったことが可能である｡ (食糧を食べるのを放漫する
戟略を続けて腹を空かせて食糧の効用を増加させる･畑を休ませて土地を肥沃にしてから作物を植える
etc.)しかし､N人ゲームでは故障して効用が大きくなるのを待っていたら､効用が適度に大きくなっ
たところで第三者に奪われてしまう可能性がある｡また､あるプレー ヤーの行動によって他のプレー ヤ
ー達の間のローカルな利得行列が変化するため､たとえ直接対峠していなくても､環境を操作すること
で結局他のプレー ヤーの行動を制御できる可能性がある｡こういった性質を持つ動的N人ゲームのモデ
ルは､細胞分化モデル3など､様々な現象の解析への応用が可能であると思われるo
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